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Electronic Circuit Design 1 unit (selection)

Masaki Hashizume · Professor / Communications and Controls, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 知的な動作をする高機能知能電子回路はマイクロプロセッサを用いて作
られている．本演習ではそのような電子回路の設計技法の習得を目指す．

Outline〉 マイクロコンピュータ回路とそれを動作させるためのプログラミング
言語 (アセンブリ言語について講義した後，マイクロコンピュータ回路に関す
る設計演習を行う．

Keyword〉 microcomputer, assembly language, PIC, 計測制御
Fundamental Lecture〉 “Electronic Circuits”(1.0), “Digital Circuits”(1.0), “Com-

puter Circuits”(0.5), “Programming Exercise (I)”(1.0)

Requirement〉 「電子回路」，「ディジタル回路」，「コンピュータ回路」，「プログ
ラミング演習 1」を受講していること．

Notice〉 電験科目の一つなので，電験取得を目指す人は受講しておくこと．マイ
クロコンピュータは多方面で使われているので，卒業後，その開発に携わる
可能性が高いため，資格に関係なく受講しておくことをお薦めする．

Goal〉
1.マイクロコンピュータ回路の動作原理を理解する
2.マイクロコンピュータ回路を設計できる
3.マイクロコンピュータ回路を動作させることができる

Schedule〉
1.マイクロコンピュータ回路の内部構成
2.マイクロコンピュータ回路の内部動作
3. PICのアーキテクチャ
4. PIC16F84のデータ転送命令
5. PIC16F84へのデータの入出力命令
6. PIC16F84の演算命令
7. PIC16F84の条件分岐命令
8.繰り返し処理プログラミング
9.サブルーチンとそれを用いたプログラミング

10.割り込みプログラミング
11.アセンブリ言語開発ツールとその使い方
12.マイクロコンピュータ回路の設計
13.マイクロコンピュータ回路の製作
14.マイクロコンピュータ回路の動作プログラミング
15.自由課題の回路の製作

16.自由課題の回路のプログラミング
Evaluation Criteria〉 自由課題レポート 80%，平常点 (演習レポート)20%で評価
し，全体で 60%以上で合格とする

Relation to Goal〉 (E)専門分野 (知能電子回路)30%，(F)[主目標]創成 ·自律 70%
Textbook〉 本講師作成の講義ノートに従って講義を行う
Reference〉 第一回目の講義で紹介
Webpage〉 http://tameone.ee.tokushima-u.ac.jp/%7etume/misc/MYCroom/
Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216211
Student〉 Able to be taken by night course student of same department
Contact〉
⇒ Hashizume (E棟 3階南 D-2, +81-88-656-7473, tume@ee.tokushima-u.ac.j

p) Mail
Note〉
�コンピュータ演習室で設計演習を行う．また各自部品を購入し回路を自宅
で組み立て動かす．
�授業を受ける際には，2時間の授業時間毎に 1時間の予習・復習をしたうえ
で授業を受けることが，授業の理解と単位取得のために必要である．
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